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可決した主な議案
2月定例会ダイジェスト
 ピックアップ本会議
県議会トピックス
 ピックアップ委員会
清水東高校新聞部からの寄稿記事
本会議・委員会を傍聴しませんか
写真・題字コンクール入賞者発表
県議会クイズ

令和５年度県議会だより題字コンクール　特選作品　作者／奥山　莉琴さん（浜松学芸高校）

2月定例会号 No.125

議会の日程や質問議員・項目、インターネット中継、キッズサイト、
議員の紹介、本会議や委員会の会議録などを掲載しています。

県議会ホームページのご案内
パソコンやスマホでもご覧になれます。
（音声による「声の県議会だより」もあります。）

インターネット版県議会だよりのご案内

議会の情報をいち早くお届けします。

県議会公式Ｘ (旧 Twitter) のご案内

令和5年度県議会だより写真コンクール　春の部特選「SLさくら号」 撮影者／山本　武正さん（富士宮市）　撮影地／島田市

令和６年度関係
◆令和６年度一般会計予算（概要は左をご覧ください）　　　　　　　　　　1兆3160億円
◆静岡県公文書等の管理に関する条例
　公文書を適正かつ効率的に管理し、県民への説明責任を果たすための条例です。

◆意見書（件名）
◎刑事訴訟法の再審規定（再審法）の改正を求める意見書
◎緊急事態に関する国会審議を求める意見書
◎行政代執行費用の事前徴収の制度化を求める意見書
◎若者世代・子育て世代への経済的支援の強化を求める意見書
◎若者のオーバードーズ防止対策の強化を求める意見書
◆決議（件名）
◎県外で発生した大規模災害時の対応に関する決議
　（概要は２面をご覧ください）

可決した主な議案

意見書・決議

人づくり・富づくりを着実に推進する取組方針１

（１）政策の推進に向けた組織体制の強化
（２）将来にわたって安心な財政運営の堅持

生産性の高い持続可能な行財政運営方針２

（１）安全・安心な地域づくり
　・地震・津波対策等減災交付金
　・救急安心電話相談運営事業費（新規）

23億円
6220万円

（２）持続的な発展に向けた新たな挑戦
　・再生可能エネルギー等導入促進関連事業 4億9392万円

（３）未来を担う有徳の人づくり
　・子育て世帯支援関連事業 81億3700万円

（４）豊かな暮らしの実現
　・先端産業創出プロジェクト関連事業 23億3420万円

（５）魅力の発信と交流の拡大
　・観光関連事業 24億2877万円

令和６年度一般会計予算の概要
（対前年度当初予算比　△543億円　 4.0％減）総額　1兆3160億円

令和５年度関係
◆令和５年度一般会計補正予算　　　　　　　　　　　　　　　  864億6000万円の減額
　主に事業費の確定に伴う減額を行うものです。

　２月定例会は２月20日から３月18日までの28日間開催しました。
　開会日に、知事から令和６年度静岡県一般会計予算案など85議案が提出され
議案等の説明がありました。また、議員提案により静岡県議会議員の定数並び
に選挙区及び各選挙区において選挙すべき議員の数に関する条例の一部を改正
する条例案が提出され、全員一致で可決しました。
　６日間にわたる代表質問および一般質問では、19人の議員が登壇し、知事の
政治姿勢や令和６年度当初予算編成、能登半島地震を踏まえた危機管理の在り
方など県政全般について活発な議論を交わしました。
　２月27日には、盛土等の規制に関する条例等検証特別委員会を新たに設置し、

３月４日には、地域公共交通対策、子どもの孤立対策の各特別委員会委員長が調
査結果を報告して知事に政策提言を行いました。このほか３月５日には、副知事
選任議案など追加議案２件が提出されました。
　その後、７つの常任委員会で議案の詳細な審査を行い、３月18日の最終本会
議で常任委員長の審査結果報告の後、討論を経て採決を行い、全ての議案を可
決または同意しました。
　また同日、委員会提出議案２件、国に対する５件の意見書案および県外で発生
した大規模災害時の対応に関する決議案が提出され、全て可決しました。

全文はこちらを
ご覧ください▼

２月定例会ダイジェスト

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/gikaiugoki/1003743/1055141/1062290.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/index.html
https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003738/index.html
https://x.com/gikai_shizuoka
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県議会だよりは紙面の都合上質問と答弁の一部を掲載していますが、県議会のホームページでは全ての質問と答弁など本会議の模様を動画でご覧いただけます。                              と入力して静岡県議会 中継 検索

　
「議案に対する
各会派等の賛否」

はこちら

代

表

質

問

一

般

質

問

３
月
５
日
午
後

中な
か
や谷

多た

か

じ

加
二

（
自
民
改
革
会
議
）

※二次元コードから各議員の質問の録画中継をご覧いただけます

２
月
28
日
午
前

牧ま
き
の野　
正ま

さ
し史

（
公
明
党
静
岡
県
議
団
）

３
月
４
日
午
前

藤ふ
じ
ま
が
り曲　
敬た

か
ひ
ろ宏

（
自
民
改
革
会
議
）

３
月
４
日
午
前

大お
お
い
し石　
健け

ん
じ司

（
自
民
改
革
会
議
）

３
月
４
日
午
後

沢さ
わ
だ田　
智と

も
ふ
み文

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

３
月
４
日
午
後

鈴す
ず
き木　
利と

し
ゆ
き幸

（
自
民
改
革
会
議
）

３
月
５
日
午
前

相あ
い
さ
か坂　
摂せ

つ
じ治

（
自
民
改
革
会
議
）

３
月
５
日
午
前

山や
ま
も
と本　
彰あ

き
ひ
こ彦

（
公
明
党
静
岡
県
議
団
）

２
月
28
日
午
後

加か
ば
た畑　
　
毅た

け
し

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
28
日
午
後

塚つ
か
も
と本　
　
大だ

い

（
無　
　
所　
　
属
）

２
月
29
日
午
前

河か
わ
ら
さ
き

原
﨑　
全あ

き
ら

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
29
日
午
前

松ま
つ
い井　
優ゆ

う
す
け介

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

２
月
29
日
午
後

小こ
ぬ
ま沼　
秀ひ

で
あ
き朗

（
自
民
改
革
会
議
）

３
月
１
日
午
前

加か
と
う藤　
祐ゆ

う
き喜

（
自
民
改
革
会
議
）

３
月
１
日
午
前

鳥と
り
さ
わ澤　
由よ

し
か
つ克

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
27
日
午
前

河か
わ
ら
ざ
き

原
崎　
聖き

よ
し

（
自
民
改
革
会
議
）

２
月
27
日
午
後

田た
な
い内　
浩ひ

ろ
ゆ
き之

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

３
月
１
日
午
後

飯い
い
だ田　
末す

え
お夫

（
自
民
改
革
会
議
）

席
し
た
判
断
は
適
切
で
あ
っ
た
か
。

発
災
時
、
滞
在
中
の
軽
井
沢

か
ら
危
機
管
理
監
へ
連
絡
し
、

県
内
で
大
き
な
被
害
が
確
認
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
や
災
害
対
策
本
部

運
営
要
領
に
基
づ
く
情
報
収
集
体

制
で
あ
り
、
私
は
登
庁
の
必
要
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
危
機
管

理
監
等
が
即
座
に
情
報
収
集
し
て

お
り
初
動
対
応
は
適
切
で
あ
っ
た
。

連
絡
会
議
の
内
容
は
現
場
の
状
況

報
告
と
支
援
体
制
の
確
認
で
あ
り
、

実
務
を
統
括
す
る
危
機
管
理
監
の

代
理
出
席
で
問
題
な
か
っ
た
。

 

教
　
育

小
規
模
な
県
立
高
校
の
学
校
運
営

生
徒
数
が
減
少
し
小
規
模
化

す
る
高
校
の
運
営
支
援
策
は
。

各
地
区
で
開
催
す
る
「
県
立

高
校
の
在
り
方
に
係
る
地
域

協
議
会
」
で
、
学
校
の
特
色
化
や

配
置
の
適
正
化
、
学
校
間
連
携
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
１

学
級
募
集
の
高
校
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
メ
ニ
ュ
ー
の
設
置
や
、
小
規
模

校
を
探
求
拠
点
校
と
し
て
支
援
す

る
ほ
か
、
理
数
系
人
材
を
育
成
す

る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
新
設
す
る
。

さ
ら
に
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
、
モ
デ
ル
校
に
お
い
て

専
門
的
指
導
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

小
規
模
校
の
特
色
化
を
推
進
す
る
。

不
登
校
の
子
供
た
ち
へ
の
支
援

２
つ
の
新
規
事
業
の
内
容
と

懸
念
さ
れ
る
点
へ
の
対
応
は
。

「
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ク
ー
ル
の

設
置
」
は
ど
の
機
関
の
支
援

も
受
け
て
い
な
い
子
供
が
社
会
的

自
立
の
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を

狙
い
と
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
等

人
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
こ
と
で
仮
想
空

■会派別議員数
（令和6年4月19日現在）

自民改革会議

ふじのくに県民クラブ

公明党静岡県議団

無所属

　41人

16人

５人

５人

定数68人　現員 67人（欠員１人）

 

行
　
政

令
和
６
年
度
当
初
予
算
編
成

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

重
点
を
置
い
た
取
り
組
み
は
。

能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に
、

孤
立
集
落
へ
物
資
を
運
ぶ
ド

ロ
ー
ン
の
整
備
や
住
宅
へ
の
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
の
設
置
支
援
を
図
る
。

子
ど
も
・
子
育
て
分
野
で
は
、
男

性
の
育
児
休
業
を
促
進
す
る
支
援

制
度
や
不
妊
治
療
に
か
か
る
先
進

医
療
費
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る
。

そ
の
他
、
企
業
の
新
技
術
・
新
製

品
創
出
を
支
援
す
る
資
金
制
度
の

創
設
、
飼
料
自
給
率
の
向
上
に
向

け
た
輸
入
飼
料
の
県
産
化
、
県
内

移
住
者
へ
の
支
援
金
拡
充
、
プ
ロ

ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
等
と
連
携
し

食
・
医
療
・
観
光
等
と
ス
ポ
ー
ツ

を
融
合
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
の
総
合

産
業
化
」
等
に
取
り
組
む
。

行
政
対
応
に
関
す
る
再
検
証

熱
海
土
石
流
災
害
に
か
か
る

行
政
対
応
の
再
検
証
結
果
と

今
後
の
対
応
は
。

各
法
令
に
よ
る
行
政
対
応
の

効
果
は
限
定
的
で
あ
り
災
害

発
生
を
抑
止
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
と
の
結
論
に
至
っ
た
一
方
、

関
係
者
間
で
情
報
共
有
や
連
携
を

図
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
再
認
識
し
た
。
再
発
防
止

に
向
け
、
盛
り
土
行
為
の
許
可
等

に
あ
た
っ
て
は
周
辺
の
土
地
改
変

状
況
を
踏
ま
え
て
対
処
す
る
。
ま

た
、
廃
棄
物
混
じ
り
の
土
砂
に
つ

い
て
は
、
ド
ロ
ー
ン
や
衛
星
写
真

等
を
活
用
し
た
監
視
も
検
討
す
る
。

能
登
半
島
地
震
発
生
後
の
初
動
対
応

知
事
の
初
動
対
応
お
よ
び
中

部
９
県
１
市
連
絡
会
議
を
欠

間
へ
の
依
存
が
高
ま
ら
な
い
よ
う

に
す
る
。「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
へ

の
助
成
」
は
学
び
の
場
の
安
定
性

と
質
の
向
上
を
狙
い
と
し
、
民
間

施
設
の
利
点
で
あ
る
自
由
度
や
機

動
性
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
補
助

対
象
経
費
を
幅
広
く
設
定
す
る
。

 

文
化
・
観
光

清
水
港
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創
出

ク
ル
ー
ズ
客
を
地
元
商
店
街

等
へ
誘
客
す
る
方
策
は
。

新
商
業
施
設
の
開
業
に
併
せ
、

防
潮
堤
と
一
体
化
し
た
緑
地

を
整
備
し
、
魅
力
あ
る
水
辺
空
間

が
誕
生
し
た
。
こ
こ
か
ら
新
た
な

人
の
流
れ
が
生
ま
れ
商
店
街
等
へ

の
乗
客
の
周
遊
が
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
周
遊
促
進
の
取
り
組
み
を
補

助
制
度
で
支
援
し
て
お
り
、
散
策

ル
ー
ト
や
土
産
物
等
を
多
言
語
で

紹
介
す
る
地
図
や
ア
プ
リ
の
作
成

等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
隣
接
す
る

緑
地
を
地
元
商
店
の
出
店
に
も
活

用
で
き
る
よ
う
手
続
等
を
定
め
た
。

 

産
　
業

森
林
施
業
集
約
化
の
促
進

木
材
生
産
の
観
点
に
加
え
公

益
的
機
能
発
揮
の
観
点
か
ら

も
森
林
施
業
の
集
約
化
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
取
り
組
み
は
。

小
規
模
・
分
散
し
た
森
林
の

集
約
化
に
は
、
成
功
事
例
を

見
て
施
業
に
同
意
す
る
所
有
者
を

増
や
す
の
が
効
果
的
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
施
業
提
案
や
意
向
確
認

等
、
所
有
者
と
の
合
意
形
成
か
ら
、

作
業
道
整
備
や
間
伐
ま
で
パ
ッ
ケ

ー
ジ
で
支
援
す
る
モ
デ
ル
事
業
を

創
設
す
る
。
こ
れ
を
市
町
や
林
業

QA

QA

QA

QA

Q QA

QA
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　 県外で発生した大規模災害時の対応に関する決議の概要
　南海トラフ地震の発生が懸念される本県において、能登半島地震発災直後の川勝知事の対応について、
一部の県民から不安の声が寄せられていることから、知事の有事における行動に対し、以下の事項を強
く求める。
１　知事は、県民の生命と財産を預かる最高責任者であることを十分に自覚し、責任ある行動を取ること。
２　県当局は、本県にとって危機管理は重要施策であることを改めて認識し、知事に対して適切に助言
　　すること。
３　今回の能登半島地震を教訓として、近隣県において大規模災害が発生した場合における知事の対応
　　方針を明確にすること。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

本
会
議
 ２
月
定
例
会
本
会
議
の
質
問
と
答
弁
か
ら

３
月
５
日
午
後

阿あ

べ部　
卓た

く
や也

（
ふ
じ
の
く
に
県
民
ク
ラ
ブ
）

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/gikaiugoki/1003742/1054197/1060763.html
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1291
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1292
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1295
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https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1300
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1301
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1302
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1294
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1303
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1304
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1305
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1306
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1308
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1309
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1310
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/?tpl=play_vod&inquiry_id=1311
https://shizuoka-pref.stream.jfit.co.jp/
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な
い
夜
間
休
日
等
に
開
設
し
、
医

療
の
専
門
家
が
対
応
す
る
。
市
町

や
消
防
本
部
と
一
体
で
設
置
・
運

営
し
、
緊
急
性
の
低
い
軽
傷
者
が

救
急
病
院
に
か
か
る
事
例
を
減
ら

し
、
重
症
者
が
優
先
的
に
治
療
を

受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
。

盛
土
規
制
法
の
規
制
区
域
の
指
定

危
険
エ
リ
ア
を
隙
間
な
く
規

制
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
規

制
区
域
指
定
の
考
え
方
は
。

国
の
方
針
に
基
づ
き
、
基
礎

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
行

う
。
政
令
市
を
除
き
行
っ
た
調
査

で
は
、
盛
土
等
に
よ
る
災
害
か
ら

人
命
を
守
る
た
め
の
保
全
対
象
で

あ
る
市
街
地
や
集
落
、
建
物
、
道

路
等
に
危
害
を
及
ぼ
し
得
る
区
域

と
し
て
県
全
域
が
抽
出
さ
れ
た
。

今
後
、
市
町
や
政
令
市
、
隣
接
県

と
調
整
を
図
り
県
議
会
の
意
見
を

伺
い
つ
つ
規
制
区
域
案
を
策
定
す

る
。
ま
た
、
規
制
内
容
や
区
域
指

定
の
考
え
方
を
丁
寧
に
周
知
す
る
。

能
登
半
島
と
地
理
的
条
件
等

が
類
似
す
る
伊
豆
半
島
で
も

幹
線
道
路
寸
断
に
よ
り
安
否
確
認

や
救
助
活
動
、
物
資
輸
送
が
妨
げ

ら
れ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
孤

立
地
域
に
緊
急
物
資
を
運
ぶ
ド
ロ

ー
ン
の
配
備
や
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、

船
舶
を
使
っ
た
実
践
的
訓
練
を
行

う
。
ま
た
伊
豆
縦
貫
道
の
早
期
全

線
開
通
を
国
に
強
く
要
望
す
る
と

と
も
に
、
橋
梁
の
耐
震
化
な
ど
災

害
に
強
い
道
路
網
の
構
築
や
津
波

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

等
、
危
機
管
理
体
制
を
強
化
す
る
。

救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進

急
病
や
け
が
の
際
に
救
急
車

を
呼
ぶ
べ
き
か
専
門
家
に
電

話
相
談
で
き
る
＃
７
１
１
９
が
令

和
６
年
度
当
初
予
算
案
に
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

県
民
に
相
談
窓
口
の
存
在
を

認
知
し
て
も
ら
う
た
め
、
広

報
誌
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
周
知
す
る
。

窓
口
は
医
療
機
関
が
開
設
し
て
い

聴
覚
障
害
児
の
療
育
体
制

音
声
言
語
の
獲
得
を
目
指
す

療
育
体
制
構
築
へ
の
方
策
は
。

先
進
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
シ
ェ
パ
ー
ド
セ
ン
タ

ー
の
療
育
手
法
を
全
国
で
初
め
て

導
入
す
る
。
令
和
６
年
度
は
県
立

総
合
病
院
に
聴
覚
検
査
機
器
等
を

整
備
し
、
職
員
を
セ
ン
タ
ー
へ
派

遣
し
て
技
術
や
知
識
を
習
得
す
る
。

そ
の
後
３
年
間
、
毎
年
10
人
程
度

の
聴
覚
障
害
児
を
受
け
入
れ
、
セ

ン
タ
ー
職
員
か
ら
直
接
指
導
を
受

け
適
切
な
療
育
を
実
践
す
る
モ
デ

ル
事
業
を
行
う
。
日
本
語
に
適
し

た
療
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
や
専
門

ス
タ
ッ
フ
養
成
等
に
取
り
組
む
。

 

安
全
・
安
心

伊
豆
半
島
の
災
害
時
へ
の
備
え

能
登
半
島
地
震
を
受
け
て
の

課
題
認
識
と
対
応
は
。

待
で
き
る
。
今
後
は
研
究
分
野
や

設
置
方
法
、
入
学
定
員
、
附
属
病

院
等
を
検
討
し
具
体
的
な
基
本
計

画
を
令
和
６
年
度
中
に
策
定
す
る
。

障
害
者
雇
用
へ
の
企
業
の
理
解
促
進

障
害
の
あ
る
方
の
活
躍
の
場

を
広
げ
る
た
め
の
企
業
の
理

解
促
進
と
雇
用
先
の
確
保
は
。

新
た
に
障
害
者
雇
用
を
検
討

す
る
企
業
等
を
対
象
に
、
障

害
者
が
職
場
に
定
着
し
て
い
る
企

業
を
会
場
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
て
い
る
。
法
定
雇
用
率
未
達

成
企
業
を
訪
問
し
求
人
開
拓
す
る

各
地
域
の
雇
用
推
進
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
特
別
支
援
学
校
と
の
連

携
に
よ
り
、
生
徒
の
希
望
を
踏
ま

え
た
求
人
開
拓
を
進
め
て
い
る
。

障
害
の
あ
る
方
の
活
躍
が
企
業
価

値
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
企
業

表
彰
制
度
の
創
設
等
に
取
り
組
む
。

 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
充
実

医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
等

の
包
括
的
な
支
援
体
制
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
が
県
の
方
策
は
。

新
た
な
保
健
福
祉
計
画
で
は
、

中
長
期
的
な
人
口
動
態
や
介

護
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
基
盤
整
備

と
人
材
確
保
策
の
充
実
、
認
知
症

へ
の
正
し
い
理
解
促
進
や
在
宅
医

療
提
供
体
制
の
強
化
を
図
る
。
特

に
人
材
確
保
策
と
し
て
、
処
遇
改

善
や
介
護
職
の
魅
力
発
信
に
加
え
、

外
国
人
人
材
の
確
保
を
強
化
す
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
活
用
に

よ
り
現
場
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ

る
と
と
も
に
、
現
場
を
支
え
る
人

材
の
確
保
、
定
着
を
図
る
。

と
が
重
要
で
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海
が

品
川
・
名
古
屋
間
の
工
事
完
了
時

期
を
「
27
年
」
か
ら
「
27
年
以
降
」

に
変
更
し
た
こ
と
は
、
事
業
工
程

に
関
わ
る
大
き
な
状
況
変
化
で
あ

る
。
期
成
同
盟
会
に
お
い
て
、
Ｊ

Ｒ
東
海
が
全
線
開
業
ま
で
の
工
程

を
早
期
に
示
す
よ
う
提
案
し
た
上

で
、
部
分
開
業
の
必
要
性
や
可
能

性
に
つ
い
て
も
他
の
都
府
県
と
意

見
交
換
を
し
た
い
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
整
備

Ｊ
Ｒ
東
海
と
の
対
話
を
要
す

る
47
項
目
の
進
捗
評
価
と
今

後
の
対
話
の
進
め
方
は
。

３
つ
の
分
野
で
差
が
あ
る
が

総
じ
て
着
実
に
進
捗
し
て
い

る
。「
水
資
源
」
は
田
代
ダ
ム
取
水

抑
制
案
が
了
解
で
き
る
段
階
に
至

る
な
ど
26
項
目
中
17
項
目
が
終
了

し
た
。「
生
物
多
様
性
」
は
進
捗
し

て
い
る
が
終
了
し
た
項
目
は
な
く
、

今
後
は
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
方

法
に
つ
い
て
対
話
を
進
め
る
。「
ト

ン
ネ
ル
発
生
土
」
も
全
項
目
が
継

続
中
で
、
ま
ず
は
ツ
バ
ク
ロ
発
生

土
置
き
場
や
要
対
策
土
の
処
理
に

つ
い
て
対
話
を
進
め
る
。

 

医
療
・
福
祉

医
科
大
学
院
大
学
の
基
本
構
想

基
本
構
想
で
は
大
学
の
設
置

効
果
を
ど
う
見
込
み
、
県
は

今
後
ど
う
検
討
を
進
め
る
の
か
。

向
上
心
の
高
い
全
国
の
若
手

医
師
の
誘
引
・
定
着
が
見
込

ま
れ
る
。
ま
た
先
進
的
な
研
究
成

果
の
現
場
へ
の
還
元
に
よ
り
地
域

医
療
水
準
の
向
上
が
図
れ
る
。
さ

ら
に
薬
学
や
農
学
等
の
多
分
野
で

産
学
が
連
携
し
、
臨
床
現
場
の
課

題
解
決
に
資
す
る
研
究
に
よ
る
地

域
産
業
の
振
興
等
に
も
効
果
が
期

エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
産
業
化

次
世
代
エ
ア
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

産
業
化
の
将
来
性
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

自
動
車
産
業
で
培
っ
た
軽
量

化
や
精
密
加
工
の
技
術
が
応

用
で
き
る
有
望
な
産
業
分
野
と
認

識
し
て
い
る
。
さ
ら
な
る
産
業
化

を
図
る
に
は
、
駿
河
湾
に
面
し
飛

行
経
路
が
広
く
確
保
で
き
る
旧
三

保
飛
行
場
な
ど
試
験
飛
行
を
行
う

実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
の
拡
充
が
重
要

で
あ
る
。
市
町
と
連
携
し
、
新
た

な
実
証
フ
ィ
ー
ル
ド
を
探
索
す
る

と
と
も
に
、
機
体
開
発
や
実
証
実

験
の
支
援
を
通
じ
、
社
会
実
装
や

関
連
産
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

 

く
ら
し
・
環
境

建
設
発
生
土
の
適
正
処
理

適
正
処
理
に
向
け
た
さ
ら
な

る
環
境
整
備
の
取
り
組
み
は
。

沼
津
、
静
岡
、
浜
松
の
３
土

木
事
務
所
管
内
の
ス
ト
ッ
ク

ヤ
ー
ド
に
お
い
て
土
砂
の
受
け
入

れ
か
ら
搬
出
ま
で
の
手
順
や
環
境

対
策
の
効
果
等
の
検
証
を
進
め
て

い
る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
整
備
の
手
引
き
書
を

作
成
し
、
残
る
５
土
木
事
務
所
管

内
へ
の
整
備
を
図
る
。
ま
た
、
土

質
の
悪
い
土
砂
の
活
用
等
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
産
学
官

で
構
成
す
る
「
み
ら
い
の
県
土
研

究
会
」
を
各
地
域
で
開
催
し
、
適

正
処
理
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
部
分
開
業

Ｊ
Ｒ
東
海
が
否
定
す
る
部
分

開
業
を
期
成
同
盟
会
で
主
張

す
る
と
し
た
知
事
の
真
意
は
。

リ
ニ
ア
早
期
開
業
の
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
探
る
こ

経
営
体
に
拡
大
し
、
全
県
で
集
約

化
を
進
め
、
環
境
・
経
済
・
社
会

が
調
和
し
た
森
林
づ
く
り
を
図
る
。

農
林
業
振
興
に
資
す
る
研
究
体
制

生
産
現
場
の
課
題
解
決
に
直

結
す
る
研
究
を
充
実
す
べ
き

だ
が
、
今
後
の
方
向
性
は
。

地
球
温
暖
化
に
対
応
し
た
温

州
み
か
ん
や
わ
さ
び
等
の
品

種
開
発
、
ま
た
二
酸
化
炭
素
の
吸

収
に
優
れ
た
早
生
樹
の
育
林
技
術

や
農
地
へ
の
炭
素
貯
留
方
法
の
開

発
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
カ
ー
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
開
花
調
節
技
術
や
果

樹
栽
培
で
の
農
薬
や
肥
料
の
自
動

散
布
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
、
さ

ら
に
は
廃
棄
さ
れ
る
茶
葉
な
ど
未

利
用
資
源
の
加
工
技
術
の
開
発
等

を
進
め
て
い
る
。
民
間
企
業
等
と

連
携
し
研
究
体
制
を
強
化
す
る
。

物
流
産
業
の
確
立

物
流
産
業
の
確
立
に
向
け
た

県
の
体
制
と
今
後
の
展
開
は
。

物
流
関
連
施
策
を
連
携
さ
せ

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
実
施

す
る
た
め
、
新
た
に
各
部
局
に
物

流
対
策
推
進
官
を
設
置
し
副
知
事

の
指
示
の
も
と
政
策
を
進
め
る
。

具
体
的
に
は
物
流
効
率
化
の
た
め

の
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ
る
自
動
化
支

援
や
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
支
援
等

の
ほ
か
、
物
流
拠
点
形
成
の
た
め

の
中
継
輸
送
拠
点
確
保
の
仕
組
み

の
導
入
支
援
を
行
う
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
対
応
で
は
、
低
環

境
負
荷
車
両
の
導
入
支
援
や
再
配

達
削
減
の
意
識
啓
発
等
を
行
う
。
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早生樹の育苗

県議会トピックス

　地域公共交通対策特別委員会（委員長：宮沢正美議員）、子どもの
孤立対策特別委員会（委員長：鳥澤由克議員）では、参考人からの
意見聴取や先進事例の調査などをもとに委員間の討議を行い、報告
を取りまとめ、２月定例会において知事に政策提言を行いました。

議員選挙区等調査検討委員会の検討結果の提出

特別委員会による政策提言

宮沢委員長（左から３人目）から中沢議長へ報告

地域公共交通対策特別委員会
提言：活力ある地域社会を目指す公共交通

鳥澤委員長（左から３人目）から中沢議長へ報告

子どもの孤立対策特別委員会
提言：困難を抱える子ども・若者の支援

　「静岡県盛土等の規制に関する条例」の課題及び県土の適正な規
制の在り方に関する事項を調査するため、２月27日に「盛土等の規制
に関する条例等検証特別委員会」を新たに設置しました。
委員会の構成は次のとおりです。（◎印は委員長　○印は副委員長）

特別委員会の設置

◎杉 山 盛 雄　○坪 内 秀 樹　○阿 部 卓 也
　中 田 次 城　　伊 丹 雅 治　　宮 沢 正 美　　鈴 木 啓 嗣
　伴　　　卓　　小長井由雄　　山 本 彰 彦　　桜 井 勝 郎

▲提言
全文は
こちら

▲提言
全文は
こちら

定数
11人

報告書の内容
はこちら

　議員選挙区等調査検討委員会（委員長：良知淳行議員）
は、２月７日、浜松市の行政区再編に伴う静岡県議会議
員の選挙区及び配当定数に関する検討結果を報告書にま
とめ、中沢公彦議長に提出しました。

https://www.pref.shizuoka.jp/kensei/kengikai/hirakaretagikai/1003746/1055234/1060597.html
https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/695/r501tiikikoukyoukoutuu.pdf
https://www.pref.shizuoka.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/030/695/r502kodomonokoritu.pdf


※日程は、今後変更になる場合があります。
本会議、委員会ともに県庁本館４階で傍聴できます。

開会　　　　6月19日
質問　　　　6月２4日・２5日
　　　　　　　  26日・27日
常任委員会　7月  1日・  2日
閉会　　　　7月  8日

6月定例会

傍聴案内動画

本会議・委員会を傍聴しませんか

    

ピックアップ委員会　〜常任委員会の質問と答弁から〜

（　　　　　　　　　　　　　      ）日程および傍聴に関する問い合わせ先
県議会事務局議事課　ＴＥＬ 054-221-3481

県議会に対するご意見をお寄せください。
《あて先》 〒420-8601　静岡市葵区追手町９-６   静岡県議会事務局政策調査課　TEL:054-221-2388　FAX:054-221-3572　Eメール:gikai_chousa@pref.shizuoka.lg.jp　

※本紙は再生紙を使用しています。 

入 選 作 品

「 春 の 部 」入 選 作 品写真コンクール
入賞者発表

題字コンクール
入賞者発表

文
教
警
察
委
員
会

教
職
員
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

推
進
の
た
め
の
取
り
組
み
は
。

わ
い
せ
つ
・
セ
ク
ハ
ラ
事
案
に

対
し
て
は
、
専
門
家
で
あ
る
心

理
士
の
知
見
を
活
用
し
た
研
修
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
る
初
動
対
応
の
周
知

な
ど
を
行
う
。
体
罰
や
不
適
切
な
言

動
に
対
し
て
は
、
根
絶
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
そ
の
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

に
よ
り
児
童
生
徒
、
保
護
者
等
に
も

理
解
し
て
い
た
だ
き
、
安
全
・
安
心

な
学
校
を
実
現
し
て
い
く
。

厚
生
委
員
会

こ
ど
も
・
若
者
意
見
反
映
推
進

事
業
の
内
容
は
。

こ
ど
も
政
策
の
立
案
、
実
施
等

に
当
た
り
、
こ
ど
も
や
子
育
て

当
事
者
等
の
意
見
を
政
策
の
推
進
に

反
映
さ
せ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
、

こ
ど
も
基
本
法
に
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
意
見
交
換
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、

審
議
会
委
員
へ
の
登
用
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
方
法
で
意
見
を
言
い
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
政
策
へ

の
反
映
状
況
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
伝
え
る
場
を
設
定
す
る
。

産
業
委
員
会

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
推
進
体

制
の
強
化
の
た
め
に
採
用
す
る

専
門
人
材
に
期
待
す
る
成
果
は
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
職
務
経
験

や
協
業
経
験
、
豊
富
な
人
脈
等

を
有
し
、
従
来
の
行
政
の
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
な
い
独
創
的
な
発
想
に
基

づ
い
た
企
画
力
や
実
行
力
を
備
え
た

人
材
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
多
く
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
本
県
で
創
出
・

集
積
さ
れ
、
大
き
な
成
長
に
つ
な
が

る
成
果
を
出
す
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

建
設
委
員
会

逢
初
川
土
石
流
災
害
に
係
る
行

政
対
応
庁
内
検
証
委
員
会
の
検

証
結
果
を
踏
ま
え
た
新
た
な
対
策
は
。

三
次
元
点
群
デ
ー
タ
の
活
用
に

よ
り
、
新
た
に
土
砂
災
害
防
止

法
の
警
戒
区
域
の
指
定
が
必
要
な
箇

所
を
抽
出
し
、
順
次
追
加
指
定
を
行

う
ほ
か
、
盛
土
対
策
課
と
連
携
し
、

衛
星
写
真
と
組
み
合
わ
せ
て
不
適
切

盛
土
あ
る
い
は
砂
防
指
定
地
等
の
監

視
を
令
和
５
年
度
か
ら
試
験
的
に
実

施
す
る
な
ど
、
再
発
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

総
務
委
員
会

静
岡
県
公
文
書
等
の
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
目
的
は
。

公
文
書
を
行
政
内
部
の
も
の
か

ら
県
民
共
有
の
財
産
と
し
て
管

理
す
る
視
点
に
改
め
る
。
県
民
の
知

る
権
利
を
尊
重
す
る
観
点
か
ら
、
作

成
し
た
公
文
書
を
適
切
に
保
存
す
る

こ
と
を
職
員
の
責
務
と
し
て
義
務
づ

け
る
と
と
も
に
、
公
文
書
フ
ァ
イ
ル

管
理
簿
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で

公
表
す
る
こ
と
で
公
文
書
に
ア
ク
セ

ス
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
県
民
の

利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

危
機
管
理
く
ら
し
環
境
委
員
会

移
住
希
望
地
ラ
ン
キ
ン
グ
４
年

連
続
１
位
の
要
因
と
広
域
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
業
務
内
容
は
。

東
京
で
の
出
張
相
談
の
開
催
回

数
が
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン

タ
ー
内
で
最
多
と
な
る
な
ど
市
町
等

と
連
携
し
た
継
続
的
で
丁
寧
な
相
談

対
応
が
好
評
価
に
つ
な
が
っ
た
。
広

域
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
市

町
の
枠
を
越
え
た
広
域
エ
リ
ア
で
の

新
た
な
選
択
肢
を
提
案
す
る
な
ど
県

全
体
と
し
て
の
受
け
入
れ
態
勢
の
強

化
に
つ
な
が
る
業
務
を
行
う
。

文
化
観
光
委
員
会

富
士
山
静
岡
空
港
に
お
け
る
台

湾
路
線
の
現
況
と
定
期
便
再
開

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

台
湾
・
高
雄
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
１
月
19

日
か
ら
３
月
29
日
ま
で
の
間
、
週
３

便
、
計
31
往
復
運
航
さ
れ
、
２
月
ま

で
の
実
績
で
搭
乗
率
は
90
・
８
％
と

高
く
な
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
に

開
港
15
周
年
を
迎
え
る
中
、
定
期
便

再
開
に
向
け
、
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
需

要
を
拡
大
さ
せ
な
が
ら
チ
ャ
ー
タ
ー

便
等
の
誘
致
を
図
っ
て
い
く
。

QA

QA

QA

QA

QAQA

QA

《応募要領等》
①答え②住所・氏名・年齢・電話番号を明記の上、③県議会だよりのご感
想や県議会へのご意見を添えて、5月13日（月）までに下記の政策調査
課あてに、ハガキ、ＦＡＸ、Ｅメール又は応募フォームでご応募ください。
正解者の中から抽選で20名の方に、

「函南西瓜（すいか） 1玉（約6.5kg）」をお送りいたします。
なお、当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※個人情報は商品の発送と読者層の調査のために使用します。

《問題》
2月定例会では、本県の自動車産業で培った軽量化や精
密加工の技術が応用できる産業分野として有望視される
「次世代○○モビリティ」の産業化に関して、その将来性
や今後の取り組みについての質問がありました。
※○に該当するカタカナ2文字をお答えください。

（ヒントは3面にあります）

■プレゼントのご紹介
温暖な気候と昼夜の寒暖差がある
函南町の中山間部で生産されてい
る函南西瓜。みずみずしくて甘さに
富んでおり、食べ応えのあるシャリ
シャリっとした食感が特長です。函
南西瓜の出荷最盛期を迎える6月
上旬頃にお届けします。一足早い
夏の味覚をお楽しみください。 函南西瓜

QQ県議会県議会
クイズクイズ

応募フォーム

プ レゼ ン ト 付

髙
橋
　
浩
さ
ん

（
撮
影
地
／
静
岡
市
清
水
区
）

「
調
子
を
合
わ
せ
て
！
」

入
山
　
育
夫
さ
ん

（
撮
影
地
／
賀
茂
郡
松
崎
町
）

「
ご
長
寿
お
め
で
と
う
」

たくさんのご応募ありがとうございました。
入賞者は次の皆様です。
特選作品、入選作品は、令和６年度発行の

「県議会だより」に掲載します。

たくさんのご応募ありがとうございました。
入賞者は次の皆様です。
特選作品は、令和６年度発行の「県議会だより」の
表紙に題字として掲載します。

応募総数

148点

特選 奥山　莉琴さん（浜松学芸高校）
池ヶ谷悠理さん（清水東高校）
杉山ひなのさん（沼津西高校）
杉山明日香さん（清水西高校）

入選 古𫞎　那菜さん（浜松市立高校）
髙村　和花さん（浜名高校）
海野真奈花さん（掛川西高校）
羽田野百伽さん（富士高校）

特選
春の部　山本　武正さん（富士宮市）
夏の部　中野　進さん     （富士市）
秋の部　小栗　進さん     （浜松市中央区）
冬の部　中西　敬一さん（静岡市駿河区）

入選
春の部　髙橋　浩さん     （伊豆の国市）
　　　　入山　育夫さん（沼津市）
夏の部　仁藤　政孝さん（富士市）
　　　　山本　寿子さん（富士宮市）
秋の部　吉田　峯治さん（浜松市中央区）
　　　　高瀬　理絵さん（富士宮市）
冬の部　増田　喜久さん（焼津市）
　　　　新村　和彦さん（駿東郡清水町）

古𫞎　那菜さん（浜松市立高校）

海野　真奈花さん（掛川西高校）

髙村　和花さん（浜名高校）

羽田野　百伽さん（富士高校）

応募総数

218点

し
た
。
全
員
が
快
適
に
社
会
生
活
や
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
環
境
の
整
備
は

非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
意
見
交
換
会
を
通
し
て
、
私
た
ち
を
取

り
巻
く
教
育
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
改

め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も
教

育
に
限
ら
ず
他
の
分
野
の
様
々
な
問
題
に

目
を
向
け
、
積
極
的
に
考
え
て
い
き
た
い
。

「
教
員
の
負
担
軽
減
」

～
お
金
と
の
兼
ね
合
い
が
解
決
の
カ
ギ
～

　
小
中
学
校
の
教
職
員
の
採
用
者
は
減
員

が
始
ま
っ
て
お
り
、
今
後
も
減
員
が
続
い

て
い
く
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
議
員
は
「
も
っ
と
教
育
に
予
算
を
か

け
た
い
」
と
話
し
た
。「
以
前
と
比
べ
て
人

に
教
え
る
喜
び
や
人
と
関
わ
る
喜
び
を
感

じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の

で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
味
わ
え
た
ら
良

い
」
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。

「
学
校
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
」

～
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置
急
務
～

　
教
育
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
に
つ

い
て
も
意
見
交
換
を
し
た
。
１
つ
の
問
題

と
し
て
学
校
で
の
多
目
的
ト
イ
レ
の
設
置

は
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
上
が
っ
た
。
こ

れ
に
つ
い
て
議
員
は
「
言
わ
れ
る
ま
で
こ

の
問
題
に
は
気
付
か
な
か
っ
た
。
多
目
的

ト
イ
レ
の
設
置
は
し
て
い
き
た
い
。
議
会

で
も
話
を
出
し
て
い
こ
う
と
思
う
」
と
話

　
１
月
19
日
に
清
水
東
高
校
新
聞
部
は
、
静
岡
県
庁
に
お
い
て
県
議
会
議
員
と
意
見

交
換
会
を
行
っ
た
。
参
加
し
た
部
員
は
４
人
で
、
坪
内
秀
樹
議
員
、
川
崎
和
子
議
員
、

山
本
彰
彦
議
員
と
１
時
間
ほ
ど
「
教
育
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を
し
た
。

「 

教
育 

」を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換

清
水
東
高
校
新
聞
部
か
ら
の「
寄
稿
記
事
」で
す

4静 岡 県 議 会 だ よ り （２月定例会号）　令和 6年 4月 28日（日）　第 125号 4

https://youtu.be/JiNiJs0rnIA
https://apply.e-tumo.jp/pref-shizuoka-u/offer/offerList_detail?tempSeq=11683
https://s-kantan.jp/pref-shizuoka-u/offer/userLoginDispNon.action?tempSeq=8082&accessFrom=



